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平
域
市
で
は
、
十
月
一
[
口
づ
け
で
行
政
機
構
白
改

革
長
行
な
い
、
と
れ
に
伴
う
人
事
同
部
闘
争
中
発
表
し
ま

し
た
。
(
関
連
認
事
二
'
一
一
五
出
)

i
lこ
ん
ど
の
機
構
改
革
の
ね
ら
い

t
i

⑦
管
理
監
曹
穏
箇
の
願
期
笈
と
緊
語
体
制
の
強
悠

広
い
艶
聞
に
わ
た
る
事
業
の
智
頭
監
督
に
は
、
相

の
f
か
ら
限
度
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
ま
で
の
民
生
部

に
は
突
に
八
課
が
ふ
〈
設
記
、
し
か
も
市
民
生
活
に

瑳
結
す
る
仕
事
が
多
い
の
で
、

ζ
れ
を
市
民
・
環
境

の
二
部
に
分
け
て
、
適
正
な
時
国
揮
監
督
が
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

次
に
、
最
近
特
に
儲
婚
と
な
っ
て
い
る
公
害
と
交

混
安
全
対
策
に
対
す
る
市
民
の
関
心
も
極
め
て
高
い

の
で
、
と
回
一
一
つ
壱
モ
れ
ぞ
れ
課
に
独
立
さ
せ
五
回

題
解
決
に
専
念
で
き
る
体
制
を
と
り
ま
し
た
i

ま
た
、
い
く
つ
か
の
課
や
慌
の
名
前
も
、
た
と
え

ば
従
採
田
清
掃
謀
が
演
境
衛
生
課
と
い
う
よ
う
に
変

更
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

⑦
事
務
在
骨
骨
配
分
し
て
遊
銘
存
欽
の
一
一
一
出
化

た
と
E
Xば
、
市
民
の
み
な
さ
ん
K
賓
主
な
道
路
行

政
か
、
建
設
山
田
と
都
市
計
極
部
に
ま
た
が
っ
て
い
た

の
を
一
一
沼
化
し
、
週
間
崎
町
新
設
世
間
片
品
一
計
間
的
に
地

道
し
、
用
地
質
眠
時
惑
も
一
本
に
し
、
市
民
の
要
求

号
待
た
ず
に
巡
聞
に
よ
っ
丈
栢
綴
的
に
道
路
補
懐
古

る
な
ど
の
体
制
壱
筆
一
え
ま
し
た
。

①
都
世
間
関
弼
に
対
処
す
る
袈
掛
の
擁
立

新
都
市
計
協
法
や
都
市
害
調
発
法
な
ど
の
壇
行
に

伴
っ
て
、
近
代
都
市
ヘ
白
飛
躍
に
つ
れ
て
市
民
に
も

大
き
な
語
勢
吾
与
一
見
る
局
発
事
業
民
輯
極
的
に
取
口

組
む
時
期
が
き
た
と
い
rzh観
点
か
ら
、
従
来
の
都
市

計
留
を
都
市
開
発
部
と
変
え
て
笑
話
を
嘉
文
し
ま

す
。
そ
し
て
市
民
の
権
利
を
寸
り
な
が
ら
希
望
条
件

も
沼
同
に
と
り
入
れ
、
ま
た
、
地
活
関
車
滑
り
認
識
を

高
め
て
桝
秩
序
な
初
発
防
止
に
あ
た
る
長
明
串
確
立

し
ま
し
た
。

以
上
三
つ
む
ね
ら
い
奇
中
山
花
、

ζ
ん
ど
の
機
構

改
革
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
ま
し
た
が
、
+
月
一
日

混
在
の
市
の
縄
構
抽
出
は
次
白
表
の
と
お
り
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
一
ん
K
は
し
ば
ら
く
の
間
、
校
説
明
D

分
扮
や
部
・
諜
・
係
名
白
点
で
ど
不
侵
害
か
吋
る
ζ

と
い
〆
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
と
潔
解
を
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

宮古

e
o
o
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開

通

称

み

の

さ

ん

ζ

一
戸
議
年
第
一
一
回
晶
君
術
展
が
淘
か
れ
た
が
、
援
宙
開
合

間

量

一

京

ん

白

第

一

回

僑

ん

は

粗

室

主

主

騒

い

た

「

ヤ

ロ

ピ

山

川

展

が

、

ζ

の
ほ
ど
フ
一
多
ス
稲
』
と
題
す
る
六
鳳
夫
の
泊
蝕
を
凶
器
し
た

川

ケ

叩

倒

閣

で

関

か

れ

、

覇

。

士

山

お

な

色

彩

と

人

m
y山
岳
か
串
訴
え

山
山
と
京
都
彩
色
応
よ
る
特
異
る
よ
う
な
作
間
同
に
注
目
し
た
古
川
岡
田
治
が
激

山
川
な
作
品
群
が
事
録
箸
の
注
励
白
手
紙
を
送
っ
た
の
が
結
び
つ
き
と
な
っ

川

州

自

を

浴

び

た

a

か
つ
て
、
て
、
二
十
八
年
袋
島
g
ん
と
開
じ
〈
働
ら
吉

川

う

ど

ん

居

麹

盟

語

れ

な

が

ら

警

か

4
人
た
ち
が
同
溺
佑
の
ア

山

川

家

業

の

劇

訳

語

議

寄

る

溜

J
1
k集
ま
り
忍
完
全
を
結
成
、

附

豊

志

し

て

こ

十

年

。

絵

事

〈

菌

警

生

み

出

長

白

ち

金

事

吾

川

察

室

、

車

へ

と

闘

志

曹

喜

多

K星
で

十

八

年

寄

州

制

ひ

た

む

告

な

研

輯

を

盆

ね

r

続
い
て
お
り
金
員
二
十
五
名
を
数
え
逼
と
い

仰

で
ι
生
ま
れ
た
懇
デ
目
立
は
、
露
。
哀
歓
え
と
の
金
で
勉
強
し
た
唾
奮
さ
ん
は
、

制
霊
ご
と
に
歌
い
あ
げ
て
、
同
好
の
士
は
も
一
一
一
十
一
一
一
年
第
十
四
回
現
代
単
語
品
展
に

州
と
よ
り
中
央
図
療
に
も
薪
た
な
話
国
閣
を
呼
ん
「
繁
瞳
』
と
一
題
ず
る
主
平
且
J

の
作
品
を
は
じ

附

で

い

る

。

め

て

出

品

し

て

み

ご

と

初

人

選

準

会

員

に

捻

山
川
護
鳥
さ
ん
は
市
内
広
川
由
佳
ま
れ
。
父
毅
相
関
さ
れ
た
。
か
ζ
う
告
の
ト
ッ
プ
を
一
き
っ
た

山
川
は
紺
控
屋
だ
っ
た
が
、
途
中
金
宮
川
の
ほ
と
わ
貯
で
一
短
う
ど
ん
麗
闘
的
と
呼
ば
れ
て
有

州
り
に
水
車
小
一
屋
舎
買
っ
て
移
住
、
精
穀
製
粉
名
K
み
っ
た
。
一
ニ
十
四
年
奨
励
世
間
、
一
一
一
十
七

川
酬
を
営
ん
だ
。
六
人
日
乎
供
は
い
す
れ
も
夫
逝
年
努
力
簡
を
卓
串
間
1

そ
由
実
力
を
認
め
ち
れ

制
川
長
男
の
輯
一
さ
ん
だ
け
が
滋
勺
て
家
業
宇
品
粧
品
員
に
推
薦
さ
れ
た
。
菌
に
志
し
て
十
町
皆

川
仰
い
だ
。
+
八
裁
の
時
戦
争
で
刈
輔
の
工
務
に
の
柴
田
酷
で
あ
っ
た
。
一
一
一
十
丸
年
平
塚
畏
術
協

山
就
職
、
撃
た
吋
主
的
二
十
年
二
月
一
子
会
都
会
長
、
翌
年
製
霊
を
重
し
て
木

川
町
議
で
読
書
繋
郊
に
出
征
、
や
が
て
リ
ゑ
影
工
苦
一
定
転
向
鎌
彦
の
ノ
ミ
四
重
量

仰
の
事
戦
と
な
り
、
開
聞
東
軍
議
問
令
市
幹
付
海
軍
指
揮
、
と
れ
に
独
自
の
苧
法
吾
事
え
て
ー
木
彫
レ

問
問
献
に
い
た
お
陰
で
い
ち

i
i
e
i
-
-
2
2
2
j
e
・e・-
i
D
lフ
C
録
作
花
糟
海

側

阜

〈

後

退

、

残

っ

た

押

…

…

、

特

別

究

の

ん

嶺

揮

を

川
腐
は
「
入
閣
の
議
件
』
…
晶
務
機
敏
畿
欝
j

仇

'
V

受
付
な
い
の
は
、
対
げ

附

の

よ

う

誕

の

量

打

…

議

勢

欝

議

撃

も

す

り

の

書

き

わ

間

暴

け

て

大

半

が

死

ん

…

畿

に

ふ

縄

機

畿

骨

ぬ

た

め

と

い

う

@

今

年

制

だ

。

住

量

っ

て

八

月

…

鍾

錫

繍

j

畿
議
慰
第
一
一
一
十
七
回
溺
代
審

問

+

若

震

震

予

…

a襲
撃

q

ぷ

協

議

尺

人

胞

の

蕗

州
カ
で
終
戦
、
窓
欝
徐
…

V

J

f

…
告
ア
一
i
マ
と
し
た
門
人

間

合

れ

一

お

章

受

ι
F
i
j
i
-
-
i
j
i
g
-
-
苦
言
語
す
町
議
ニ

仰
い
て
引
髭
さ
れ
、
パ
イ
カ
ザ
臼
籾
あ
西
方
1

イ
百
二
十
巧
横
手
十
時
四
木
彫
の
大
作
事
市
出
品

川
川
ん
i
p
yク
か
ら
一
d
o
A
Jた
沼
方
自
hmイ
セ
y

し
た
と
C
ろ
、
金
蕩
の
筏
苓
と
し
て
衆
習
を

問
削
ト
の
コ
フ
l
F金
収
容
さ
れ
允
@
領
下
一
ニ
十
あ
っ
宍
名
古
馬
大
阪
で
も
展
示
さ
h
飯

山
度
、
棲
第
一
の
テ
ン
ト
内
で
毛
布
一
枚
、
旧
軍
澄
の
話
題
と
な
っ
た
。
第
一
一
回
出
償
援
に
は

別
世
ゐ
開
閉
級
制
度
と
、
飢
と
忍
従
1

凍
死
寸
前
と
れ
ら
回
遊
間
作
一
ニ
土
問
が
出
宵
曲
さ
れ
た
が
、

山
州
安
且
一
務
庁
札
両
昭
一
え
て
い
る
E
D
K、
と
ん
ど
は
泥
麗
は
、

ζ
と
主
語
闘
の
プ
ト
n
y
工
丞
冗
成

制
草
花
北
方
一
一
室
主
需
要
埠
い
や
し
た
路
、
左
震
が
使
い
残
し
た
パ
走
用

山
川
ら
れ
扶
道
布
設
工
事
ぞ
や
ら
さ
れ
た
二
一
十
石
脅
討
記
ヒ
ン
ト
亭
得
て
試
作
し
た
と
ζ
ろ

山
川
一
一
年
一
一
斉
過
労
と
常
聾
袋
調
で
麓
輔
の
た
ヂ
す
イ
ジ
一
的
な
索
朴
な
昧
の
あ
る
作
品
が
で

側
め
倒
れ
入
院
、
病
鹿
児
い
る
r
d
bに
や
っ
と
き
た
由
で
京
臨
な
共
に
出
品
し
た
と
い
う
。

州
引
揚
部
緩
に
入
れ
ら
れ
イ
ル
ー
タ

y
Fで
六
そ
の
作
品
に
は
+
落
的
な
匂
い
、
土
日
U
香

川
古
閑
語
、
ナ
ホ
ト
カ
か
合
審
議
坦
、
道
ば
た
の
道
事
の
荒
付
す
り
の
き

制
整
毒
襲
宮
一
一
…
年
ぷ
り
K
わ
が
家
記
事
あ
り
(
思
議
む
郷
土
産
主
持

附
た
ど
む
つ
い
た
の
は
一
平
一
一
章
一
月
一
一
目
興
産
家
と
し
て
一
撃
ま
れ
て
い
る
。
者

側

の

夕

方

だ

っ

た

ら

苦

労

が

品

会

主

で

は

睦

と

工

作

芸

吾

妻

後

事

胃

似
人
格
を
つ
く
り
あ
げ
霊
安
否
塞
む
案
成
に
つ
と
め
、
素
一
朴
な
人
柄
か
ら
み
の
さ
ん

川
山
因
と
な
っ
た
。
う
一
手
ん
事
作
り
な
が
ら
青
年
の
震
訴
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。
夫
人
古
色
と

間
学
程
表
震
重
量
密
だ
塾
講
を
由
闘
に
男
子
一
一
へ
空
ハ
畿
a

住
所
は
車

問
教
え
ら
れ
、
そ
の
の
ア
ト
D
エ
宅
訪
れ
玄
箆
塚
市
広
州
八
云
主
。

制
限
、
一
一
十
五
年
一
月
生
ま
れ
で
は
じ
め
て
泊
(
女
・
名
倉
槽
光
・
広
報
モ
ニ
タ

g〉

制
絵
百
円
一
式
を
員
い
自
己
流
の
前
回
巻
描
い
た
。

側
一
一
支
ハ
年
、
京
経
顧
問
を
は
じ
め
惣
長
森

川
刷
協
会
横
地
康
闘
民
、
現
代
襲
輔
家
協
会
古
川

閥
均
氏
、
院
箆
墓
間
出
裂
氏
ら
が
中
心
と
な

刑
制
。
玄
平
塚
美
樹
協
会
が
結
成
宮
れ
、
一
一
十
七

君主欝と木露の繍践を罪悪いた

襲島義ーさん



第 2回県家畜号霊泉協会開露共護会

置と苦・ 10.月23Cニtコ?4Fヨcaコ
蝿金場・平曙食肉センター〈索機下車〉

盟豚肉重量売会

1 0.月 24日(日)10時~15時

協賛@

県央金肉組合連会会
主催電

築家資改良協会

に利用を
一一一あ立たのための相談窓口一戸

税務と綬営格談毎月第史上線引ト 12
時/瀦工会議所

〆行政相談・無料法事事相議毎汚第!土E誕 百草令者職輩格競{求人絹裁も含む)毎週
13時-16碍/市渓偲議室(広報議} 元磁 10待-16時/市民棺議案(福祉)
心配どと相談第月第1 第3月綴9n寺町W 受望お宝巡間あっ怯ん {機械金属加工 a
15時/市渓抱議室{福祉) プラスデック加工等)怒月第3木130を也
市税格競平日9青春-!6熔常設/市民税課 16時/市民館談室(織工謙)
宅地建鞠帽薮毎月第3本雄]3時-17時登記栂談毎R第3却翠13同ト16ll柿Rf涼虹
教育精議水、木、金，之志日毎臼9'さ句 i躍の相設/担2)2711代i
15時/数脊研究所
膏昔年額談平民 10時-!6時常設tli誉 教育椅談毎遜汚水 e金'X限目
P 少年採 交遜事故澗談毎週水路10時-16待

家庭児童栂談平日9賀ト 16持活設/揺 宅地・建物相談毎月第1金曜10待-16務
従事務所 ~ 法得格議第2 第3.賀高4食慾 13時-16若手
発明考案(特許)栂議毎月第2遇昆の 内草草津盟議毎胴・火木版9時-16H寺務湖南
月曜BIO時-!5碍/商工諌 高令者事費韓檎議毎月第3 第3木曜10持-1
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九
月
市
議
室
列
島
は
二
十
一
日
間
容
首
相
哩
震
え
、
九
月
一
一
一
吉
こ
つ
の
迫
撃
泰
一
一
町
議
了
し
た
。

舟
回
決
ま
。
た
主
な
内
容
は
次
回
と
拍
り
。

る

童
(
間
一
一
日
銭
円
)
い
ず
れ
も
島
市
一

イ
ジ
キ
か
擦
の
ポ
ー
ル
ベ
ジ
使
用
昭
一

と

と

。

一

民
名
、
現
在
所
、
性
刻
、
年
令
、
一

主
君
主
ouwhM苦
り
さ
れ
い
お
の
お
u
n
q砕い
J
2
0
f

相
模
川
を
き
れ
い
に
す
る
協
議
マ
発
表
と
筒
・
発
表
は
一
月
中
旬

金
で
は
、
そ
の
現
状
壱
通
格
花
と
①
推
薦
一
名
賞
状
、
間
金
一
万

与
え
た
も
の
で
未
発
衰
の
作
品
円

H

相
撲
川
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
u
を
①
特
選
一
一
名
賀
状
、
民
品
、
時
同

調

拙

躍

す

る

。

金

支

千

円

相
樟
織
か
ら
一
月
一
入
河
口
に
い
た
・
賀
状
、
賞
品
、
熊

る
棺
模
川
の
写
真
喜
ど
し
ど
し
露
金
一
…
千
内
き
の
ほ
か
持
品
別

っ
て
応
募
し
て
ほ
し
い
。
賞
。

マ
作
品
・
自
国
間
四
Y
切
り
に
限
る
ヤ
往
詩
作
品
白
暴
に
応
葬
者
自

マ
し
め
き
り
・
ロ
月
間
日
(
金
)
氏
名
、
住
百
四
、
相
官
影
潟
所
を
朗

マ
送
り
先
・
相
模
川
荘
き
れ
い
に
記
。

す
与
令
協
議
会
浅
同
同
町
9
1
1
平
な
お
、
入
賞
作
品
と
そ
の
肢
樟

塚
市
役
所
環
境
部
公
開
田
課
内
〉
は
業
催
者
に
属
す
。

」色

臨討議聾翠主員

勇
次
前
(
銘
)
世
話
八
番
五
更

川
力
民
門
出
)
北
金
百
二
一
九
一

地
、
石
川
諸
民
民
(
日
)
町
出
之
時

一
中
日
番
地
、
西
村
茂
夫
民
(
幻
)

延
回
一
甘
器
地

マ
日
補
応
百
民
・
笛
回
常
蔵
民
(
日
出
)

霊

番

ニ

号

、

葉

翼

@

一

日

1
習
・
生
花
(
閣
議
会
欝
マ
一

vu月
白
・
ぬ
援
俳
句
(
鳥
附
喜
一
襲
荻
野
時
閣
議
市
計
画
部
長
〉

j

塁

ハ

一

五

七

語

、

市

議

員

月

百

尚

喜

多

日

時

裏

・

一

重

〉

マ

員

1
8日
・
重
薦
議
一
[
輯
霊
よ

〈
叩
)
車
巻
二
奈
番
埼
玉
予
四
時
言
(
市
民
セ
ク
占
I
}
一
号

vn月
7
日・

9
時
重
量
一
〈
市
民
課
長
〉
、

時
訳
書
民
(
包
蓮
田
一
六
六
一
マ
ロ
月
2
H
-
m菅
本

語

J
U
時
一
ホ
一
五
)
/
ぬ
襲
露
(
八
幡
神
社
)
一
命
ヱ
諌

18
、

有

沼

地

一

持

昨

(

市

民

セ

Y3011)
マ
ロ
μ
2
H
一円
V

口
一
日
ロ
日
i
u臼
・
奈
川
刊
(
《
語
。

i
A内
口
・
日
円
高
・
持
危
勝
沼
議
品
岳
山
一
回
出
(
白
日
書
公
民
館
)

山

岳

町

公

民

館

)

一

一

v日
月
刊
日
・
ロ
時
山
川
割
合
百
一
司
胃
公
民

マ
日
月
3
B
-
m
w持
民
舞
J
U侍
ζ
ど
一
恕
)
均
時
短
歌
(
一
松
鼠
公
民
館
)
ヤ
れ

も
音
楽
/
語
旧
作
舞
〈
パ
レ
エ
)
/
叩
均
一
月
昔
1
官
・
審
委
員
出
)
梅

時
剣
戸
時
間
舞
・
露
出
国
〈
市
民
セ
ン
h
m
l
)
一箆

弟
の
よ
う
な
間
柄
に
な
っ
て
b
ま
つ
し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
宮
川
注
さ
ね
て
鐙
否
屈
を
迎
E

え
た
。
ナ
七
万

た
e
ζ

白
書
童
、
わ
た
く
し
が
開
会
長
年
汚
わ
れ
た
営
業
吾
、
暴
露
の
う

EF2芳
一
人
ず
っ
と

気
に
な
る
い
~
わ
が
ζ
と
の
よ
v
つ
に
白
よ
い
調
子
汽
ω
た
ち
が
立
慌
に
線
設
り
あ
げ
て
い
ろ
い
ろ
白
角
度
出
ら
一
記

心
配
し
て
く
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
さ
れ
て
い
る
の
で
、
己
目
点
故
人
も
述
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
人
物
紹
介

宮
川
さ
ん
が
長
逝
門
ぜ
い
)
さ
れ
た
安
心
さ
れ
て
い
る
ζ
と
で
あ
ザ
つ
つ
。
と
し
て
柑
め
て
一
興
味
潔
い
と
同
時
に

の
は
淋
し
い
限
り
だ
。
宮
川
さ
ん
は
ま
た
、
宮
川
さ
ん
は
平
塚
市
古
川
長
人
選
や
取
材
に
た
い
へ
ん
努
力
を
察

活
い
ζ
ろ
か
ら
L

持
応
募
を
か
き
岳
会
長
と
し
て
、
そ
の
育
成
の
た
め
す
舟
仕
事
で
あ
る
主
義
橋
す
る

ね
て
き
た
間
人
と
し
て
た
い
へ
ん
如
に
並
々
な
ら
ぬ
務
力
を
停
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
百
屈
と
い
う
と
畏
に
八

?

?

壬

あ

警

暴

号

室

、

重

留

欝

年

一

出

1

か
月
、
登
蕩
人
物
も
墓
一
一
人

零
護
総
務
害
容
}
ん
〉
議
離
繍
(
白
人
グ
ル
ー
プ
が
一
回
〉
に
お
よ

ー
磯
議
議
議
轍
騨

(γ
い
~
転
び
、
女
性
一
一
一
十
三
へ
易
笠
ぷ
人

J
d
v
機

畿

欝

懇

畿

ソ

一

一

一

(

L

務

部

議

た

二
1線
機
畿
簸
機
畿
、
一
務
次
覆
い
+
二
裁
の
小
学
佳
か
ら
雷
一
…
識
の
お

グ
わ
が
持
ち
し
枇
は
来
に
け
り
と
白
「
師
友
」
書
い
た
訟
で
あ
る
が
出
か
け
、
詳
細
な
デ
}
点
等
を
よ
く
&
鱗
鱗
麟
鱗
磯
繍
議
凡
謝
惣
げ
て
寄
り
ま
で
、
嚢
も
パ
宝
一
ア
ィ

タ
通
告
と
と
盗
塁
す
る
d

封
書
代
に
は
ζ
字

詰

警

し

提

供

さ

れ

て

、

わ

れ

わ

れ

筆

者

に

み

鰭

鐘

欝

鱗

較

す

工

繁

1
犯
罪
、
宣
言
告
訴
駒
と

と
れ
は
釈
良
質
量

2の
い
ζ
と
が
雲
と
し
て
存
在
し
た
と
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。
年
齢
は
わ

)Ji灘鎖
欝

襲

撃

畿

嬢

嬢

鯵

教

皇

い

え

る

。

百

四

K
わ
た
っ
て
対
象
の

す
だ
〈
習
に
し
み
じ
み
と
苦
慮
じ
い
う
ζ
と
に
常
幸
議
長
。
己
の
た
く
し
よ
り
ひ
と
つ
よ
二
ハ
十
八
歳
ふ
輪
鶴
纏
麟
欝
繍
盤
機
4

轟
議
開
ー
も
払
机
喜
一
歴
訪
し
、
つ
ぶ
さ
語
む
合
ワ

る
ζ
ろ

と

な

っ

た

。

喜

宗

と

し

一

替

は

い

ろ

い

ろ

の

震

で

わ

そ

で

あ

っ

た

。

ぺ

一

議

欝

欝

機

鰯

υ

守
護

F

噌
調

γ

銭
わ
苧
て
、
そ
の
真
骨
績
を
流
れ
一
主
一
つ
な

て
良
寵

'iくの
は
こ
の
と
な
し
に
添
い
感
慨
を
与
え
、
読
書
泉
笹
川
お
ん
片
岡
崎
福
太
郎
会
ん
議
纏
麓
一

WA--竺訪
韓

相

官

名

文

に

ま

と

め

あ

げ

る

の

は

名

警

い
ぎ
で
あ
る
。
先
日
大
喜
枝
の
大
き
な
選
で
も
あ
っ
た
。
升
喜
之
助
之
さ
慈
雲

J
ン一

J
J
G
J議
轟

二

が

が

ん

主

で

は

塁

当

マ

+

宏

、

つ

a

そ

の

「

鮪

と

い

主

義

ん

だ

。

鵠

×

×

助

5
2窓
で

わ

た

く

し

と

と

一

機

機

ル

…

:J¥脱
輪

瞬

時

野

と

に

は

、

罵

初

期

か

ら

差

益

者
で
あ
り
、
経
在
家
で
あ
る
野
菜
ち
月
二
十
品
雲
議
員
宮
川
惣
は
霊
友
達
で
あ
え
特
応
大
正
ミ
プ
ハ
饗
重
:
川
繋
争
議
の
悼
歌
平
智
駐
在
書
主
て
終
始
し
、
平

山
送
還
の
費
と
し
て
喜
い
次
郎
会
長
時
没
さ
れ
た
。

ζ
と

し

時

代

、

暴

露

襲

撃

怠

干

訂

正

¥

麟

欝

響

程

:

の

言

語

り

守

し

て

い

る

人

で

あ

る

が

、

;

り

に

ぎ

四

月

白

地

喜

三

一

期

め

の

量

れ

て

か

ら

は

主

幹

部

と

し

て

し

は

ふ

れ

ん

;

議

襲

撃

離

農

月

異

に

名

警

ん

の

博

識

と

境

安

芸

才

者
あ
き
に
ち
か
長
め
だ
が
、
わ
ず
か

2で
を

室

長

号

、

重

量

き

て

パ

よ

量

号

機

翻

麟

鞠

鱒

9
銭
席
と
が
み
と
と
比
重
し
て
い
言

語
中
の
恨
-
泣
か
い
、
誌
と
問
れ
た
ζ
と
は
残
念
で
な
ら
な
い
。
議
い
た
。
《
必
守
料
て
三

時
管K
震
も
主
ろ
と
去
れ
郊
索
外
の
皇
地
児
語
幽
書
弱
雪
の
中
写
で
箆
罰m雪さ完んは娃準皿平i
襲
ま
宅
宍
需
包
年
草
晋
詰
の
信
出
役

r
胸
蕗
勝
欝
譲
欝
欝
糊
吋
必
錫
麟
鱗
轟
欝
畿
麟
醐
麟
醐
翠
点
宮
の
平
毒
毅
露
白
y説韻

HLが

開筒同斗会
ο
れ
、
俗
世
関
と
全
7τ¥ι
一
隔
隠
絶
さ
れ
の
謡
雑
緩
利
対
鏡
~
に
νιhついては八辛全全中宝需一士…絹絹員で総融した「ア一ラフンド
A会
悶
」
十
才
の
な
い
反
函
、
ひ
ど
i

く
く
激
し
い
わ
た
く
し
が
八
臆
山
ハ
公A
開鵠嗣

κ市
半
+
和
慰
円
以
ア
ん
に
描
か
れ
た
ζ
の
読
物
は
、

た
陰
空
襲
を
し
い
ら
れ
る
こ
と
力
を
か
た
む
け
た
感
が
あ
る
。
白
壁
一
人
の
メ
ジ
パ
!
と
し
て
毎
月
一
泊
霊
の
持
ち
主
で
も
あ
っ
て
、
号
警
建
立
を
企
裏
返
し
た
と
き
も
将
来
、
平
塚
市
量
思
議
さ
ん
さ

と
な
る
。
そ
の
車
部
肢
の
娘
の
ひ
と
り
で
あ
ち
ζ
ち
の
駅
ど
ん
な
と
椛
察
に
の
定
例
会
が
潟
か
れ
て
か
ら
は
、
兄
た
ζ
と
の
大
酷
い
な
人
で
あ
っ
た
。
陰
の
人
と
し
て
の
力
が
非
常
に
大
さ
れ
る
と
き
な
ど
に
た
い
へ
ん
黄
設
な

一
昨
年
壁
書
を
失
っ
て
嘉
一
但
し
て
お
か
っ
た
ζ
と
主
晶
、
れ
る
ζ
と
は
で
き
資
棋
と
な
る
花
ち
が
い
な
い
。

ら
れ
た
が
、
今
ま
た
自
ら
総
界
に
旅
な
い
@
市
民
む
と
も
に
、
間
氏
の
ど
健
康

立

た

れ

て

し

ま

っ

た

。

な

か

な

か

芸

×

×

と

童

書

り

つ

つ

、

主

怠

謝

達
者
で
、
豊
田
る
と
「
持
て
も
や
費
、
広
報
ひ
ら
つ
か
車
両
芝
草
で
あ
る
.

ん
」
亭
踊
る
な
ど
舟
ぱ
悲
し
い
態
い
亭
飾
る
名
倉
信
光
さ
ん
と
怠
O
九

(

期

六

二

0
・一
v

出
K
K
9
て
し
ま
づ
k

J

1

V

の
MM今
月
四
頭
♂
も
、
号
奇
か

一一呂Gー}

市
議

鹿市箆都築
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馬
思
え
る
款
は
ま
た
、
ど
ろ
ぼ
う
も
胞
い
え
ゑ
干
節
・
層
強
侶
し
て
響
戒
に
あ
た
る
と
と
も

・
0

行
革
な
ど
で
、
家
を
あ
け
る
こ
む
が
多
く
、
好
洋
ー
秋
の
初
犯
運
動
を
盛
り
あ
げ
る
ー
方
針
だ
。
ど
寵
庭

と
の
時
機
は
、
あ
き
す
ね
ら
い
や
し
の
び
乙
み
な
ど
の
…
で
も
妨
繭
を
万
全
に
次
の
ζ
と
を
心
が
け
て
ほ
し
い
と

侵
入
滋
犯
が
幸
〈
発
生
し
て
い
る
。
平
域
饗
型
署
は
、
山
い
っ
て
い
る
。

み
な
さ
ん
を
と
の
よ
う
な
ど
ろ
ほ
う
か
ら
守
安
め
、

相
も
な
出
入
口
に
は
、

Y
1ジ
ダ
l
一
は
、
牛
乳
や
新
開
問
、

組

プ

?

ん

で

、

と

と

し

五

閉

め

の

平

塚

釘

チ

ー

ム

1
分
部
秒
8
マ
小
学
生
京
マ
第

2
7ロ
ァ
ク
準
決
勝
・
藤
沢
ク
マ
同
町
上
一
二
寝
挑

芸
五
重
閣
議
・
石
渡
(
平
市
少
年
少
女
装
大
会
が
関
か
れ
芸
討
×

Z
Y
-董
チ

i
ム
ラ
ブ
2
i
o金
田
チ
ー
ム
マ
第
3
ブ
ゴ
ム
)
マ
パ
ス

務

)

た

。

結

果

は

次

的

と

お

り

。

1
Aげ
ぬ
秒
4
w
v殴
体
対
抗
男
子
8
X
ロ
ヅ
タ
決
勝
・
使
鰐
湯
河
原
z
i
D
部
・
日
産
車
撞

マ
窓
4JB級
複
鐙
緩
E

小
川
ム
ザ
屋
マ
小
学
生
男
手
お
日
制
自
由
連
・
大
室
町
山
D
ν
1
・
優
勝
間
川
崎
4
J
iム
3
分
立
野
町
4
J
lム
マ
第
4
ブ
ロ
フ
ク
決
お
マ
パ
レ
l
ポ

組

事

ニ

(

減

措

国

)

初

秒

2
マ
問
客
十
日
出

5
4廿
0
一
一
位
穏
証
一
チ
ー
ム
3
分
7
勝
・
優
勝
大
田
町
2
1
1
A荒
野
市
マ
第
車
樟
女
子
パ
レ

塁
手
は
悶
麗
車
、
女
子
は
平
嚢

M
自
由
郡
一
・
志
歯
周
節
子
(
若
草
)
日
出
秒
。
一
一
一
-
M河
内
チ
ー
ム
3
分

話

5
プ
ロ
ッ
ク
準
決
勝

L
曜
子
市
2
i

閤
ス
ポ
ー
ツ

〔
第
一
一
回
全
姿
杯
争
噂
ソ
フ
ト
ポ
i

秒
。
マ
中
学
生
男
子
お
吋
日
由
型
・

6
V間
体
対
抗
女
子
お
X
6
Jレ
i

1
吊

水

チ

:

ム

一

料

一

月

第

一

一

、

臨
A
級
援
は
出
口
禽
・
内
田
輯
に
品
大
会
}
八
月
二
十
二
日
須
賀
公

A

「
波
正
(
錦
町
〉
お
お

4
V同
玄
子
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室
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中
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刊

誌

軒

目

、

(

七

時

い

の

で

、

障

宵

館

で

開

回

綴

さ

れ

、

名

品

団

自

の

俊

…

一

フ

ス

白

勝

者

が

決

ま

っ

た

，

J

輔
マ
マ
さ
ん
一
T
一一『

詰
錯
誤
2

ご

ざ

ん

一

プ

一

一

丸

へ

ど

う

ぞ

竹

一

向

日

立

話

可

ト

誌

は

…

京

〉

マ

壮

ぽ

年

間

骨

子

・

宮

垣

、

一

一

閑

ギ

一

組

み

な

さ

一

ん

多

数

時

門v
一男子
A
薮
複
優
勝
宮
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意
・
内
田
開
時
球
場
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お
枠
制
宮
市
町
型
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島
時
幸
江
(
束
中
一
一
位
穏
鼠
ナ
1
ム
2
9
U毅
8

一
一
一
マ
一
段
目
帽
子
B
e
小
林
、
土
庭
経
い
.

組

中

男

子

決

勝

・

口

議

車

時

6
1
5い
原
)
誌
秒
4
マ
小
学
生
嬰
子
路
間
半
位
河
内
チ
ー
ム
2
分
担
税
5

マ
晋
伴
男
子
の
部
・
山
田
、
谷
品
時
間
制
マ
日
明
年

m月
初
心

マ
閉
字

B
薮
単
露
・
佐
々
木
由
唱
す
ず
〈
準
決
勝
量
吾
容
5
1
2
泳
・
小
泉
箇
(
松
原
)
器
8
7同
閤
零
時
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
企
マ
童
女
子
の
部
示
、
鈴
木
組
始

子

)

横

浜

ゴ

ム

/

い

す

す

6
1
2
徳
女
子
市
山
討
平
泳
暦
木
村
賀
子
(
活
九
片
九
日
、

R
岡
山
台
臨
育
館
に
害
間
信
初
回
晶
一
一
隠
慧
理
大
舟
応
出
場
マ
平
塚
市
桃
汽
町
内

冨

字

B
霊

前

勝

・

診

・

穿

祝

日

)

笠

)

器

争

中

学

生

針

子

詩

平

富

十

七

ム

J
Iム
主
つ
め
、
設
九
月
十
号
、
体
甫
セ
ジ
点

i
v話
語

・

白

木

組

凸

選

手

)

マ

女

子

決

勝

・

平

商

協

7

A
高
浜
時
・
小
林
茂
夫
(
間
的
)
市
秒
5
h
v

亭
設
問
し
た
開
閉
下
掃
人
パ
レ
1
ボ
I
(
b沢
)
寺
中
心
花
開
催
さ
れ
た
金
百
婦
の
女
ザ
@

マ
玄
子

A
組

単

優

勝

・

瀬

戸

(

平

高

中

学

生

K
ヂ
叩
山
口
町
平
泳
・
柳
ひ
る
子
ん
大
企
白
戦
績
は
次
の
と
お
り
。
悶
青
年
大
会
挺
予
選
会
で
京
市
の
択
と
わ
し
い
こ
と
は
市
内
ぷ
民
間
山
台
体

問

問

)

輯

盆

T
f棄
一
郡
大
脅
終
わ
る
お
内
)
民
秒
5
V
優
勝
記
J
i
ム
・
(
平
塚
市
代
一
君
子
1
ム
間
関
係
の
成
の
チ
ー
会
議
一
ず
が
優
勝
、
母
国
大
育
館
内
体
育
謀
ヘ
(
開
設
・
三

Q
ハ

マ
窓
T
A副
議
優
勝
・
横
山
子
落
合
八
月
一
門
口
(
尽
〉
、
市
立
立
陽
中
マ
小
学
生
男
子
お
む
レ
l
-
事

績

〉

A
M
へ
の
出
場
が
決
ま
っ
ベ

O
)

通常貯金 利率年 3.6%(この種貯金でl立最
高の利率です}

務fL貯金利率三?4.08% 



犬
神
構
掃
棺
業
場
白
大
煩
突

の
下
に
主
主
や
か
な
地
が
あ
む

と
い
や
ふ
な
が
掠
い
で
い
る
。

コ
y
F
D
lト
鎖
の
大
鼓
楢
を

渡
る
と
も
一
段
高
い
ζ
ζ
ろ
に

れ
た
「
犬
潜
供
譲
搭
」
が
あ

る
。
過
去
七
年
聞
に
約
六
千
匹

の
ポ
チ
君
や
ミ
ケ
ち
ゃ
ん
が
、

院
議
答
近
く
也
専
用
火
葬
h
v
t

処
加
押
さ
れ
て
弾
一
ら
れ
て
い
る
。

笈
犬
・
鐙
猪
の
火
訴
は
、
申

し
込
む
ぶ
環
境
構
伎
課
が
引
き

取
り
一
二
百
ぬ
の
手
数
料
で
火
詳

を
す
る
。
と
之
し
も
九
月
二
十
三
日
、

揖
捕
饗
長

uhー
職
員
が
祭
墳
を

か
ぎ
り
、
お
菜
子
ど
を
F
そ
な

え
て
、
同
協
同
引
の
供
警
官
し
た
。

今
治
」
田
ベ
y
ト
ム
を
し
の
ん

で
、
時
昨
日
り
花
束
お
持
っ
て
家

事
オ
る
用
問
主
も
あ
る
と
か
一
。

授
を
長
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
升
静
悶
行
)

に
、
あ
な
た
の
体
力
づ
く
り
に
も
寸
費
用
・
交
通
費
各
自
負
担

役
立
つ
、
辞
く
一
連
動
に
婁
加
し
て
竹
V
?
で
の
曲
・
弁
当
、
水
筒
は
各
自

み

で

は

@

時

品

世

田

ζ
と
。
は
き
な
れ
た
履

マ
韓
合
。
当
臼
半
前
八
時
平
協
蝋
き
も
の
。

(さ

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
に
ま
酎
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
割
引
平
塚
市

八
幡
一

O
一
県
平
塚
念
日
間
庁
舎
内

水
道
局
単
堤
占
事
務
所
(
港
出
品
・
一

一
一
内
線
五
O
白
)

く)10/168-188・みつけF官、農水産物
殺害、霧車ßJlr:<~:平会、工業渓、勤労驚少年
生活文化展、カナリヤ渓、主主裁産量、綴光

写葉、写生E菜、水産展{移動水族館)
お楽しみ念魚すくい、補木市

く>10/16臼， 17日'特産物のllP売会
o IO!17E!'こどもみこしパレード

{歩行者天E盟国道i号線)
く)IO/2E!-3臼・第19慰姦主主共進会

{競輪場さざなみ公園)

く>11 /23 E!'勤労感言語のつどい
青少年健全育成大会

{市民セン世一)

u月ち鼠
翻意費 午後:2時

T官民センター
盟謹灘若事弘

輔惣呂 ヲ乙ア)"争・~.:1
トヲウス r~ン7 ァシJ

童書叡館「鐸楽Jブヲーム

ヌ「変革審油露1葱」
盟事込 入主主無料、霧車霊審

は往復はがきに往明、氏

名、年齢在罰入、1O!'l加

盟までに市民センター

f軒事量車30幸覇地〉九 、布重量委、工襲霊会遼合会



マ
問
教
室
菅
喜
一
般
対
象
/
費
量

n青
山
義

初
日
ま
で
毎
週
金
・
日
蝿
四
時

i
u
v手
宗
教
室
/
日
月
2
臼
か
ら
毎
週

時
ま
で
。
火
曜
八
回
路
持
品
+
土
問
時
半
(
口
繍
駒
)

マ
ζ
ご
も
映
画
劇
場
/
ω
月

2
日

H
女
子
育
φ
年

(士
J
Hザ
布
陣
内
分
自
湾
出
〉
マ
グ
ル
!
プ
サ
ー
ク
ル
交
融
合
/
円
以

H
小
・
中
学
佳
、
一
般
パ
お
円
口
(
金
一
)
活
時
半

i
m時
半
(
新

マ
輯
手
青
少
年
の
つ
ど
い
プ
玲
月
M

調
就
職
者
と
先
議
を
か
ζ
ん
で
)
日

臼
8
時
iげ
時
(
紅
葉
自
箱
根
路
各
対
象
“
新
規
就
職
転
入
菅
少
年
と
そ

市
佼
所
北
側
文
化
セ
ジ
占
I
内
の
た
ず
ね
て
〉
日
背
少
年
一
の
先
緩

県

立

平

塚

青

少

年

込

}

・

1
i

マ
背
中
注
文
w
h
祭

会
憾
で
は
、
含
パ
》
L
4

スw
r
J

グ
a
h

お

地

世

論

叫

ん

仏

/

口

問

付

加

討

H
M時

も
、
十
舟
十
五
日

e

唱

ヱ

E

m

l

J

1

1

幻
時
、
幻
自
宮

か

号

寸

一

同

月

一

一

一

十

行

議

も

小

学

強

か

ら

議

織

ま

で

時

1
2時
、
お
百

臼
ま
で
白
各
種
の

Q
6
時
i
m時
(
グ

行
事
安
設
周
!
南
川
両
国
り
み
な
古
ん
の
マ
マ
マ
さ
ん
コ
!
日
フ
一
ス
教
事

7
日
月
ル
ー
プ
す
1
ク
ル
受
歎
晶
、
グ
ル
i

利
用
壱
待
っ
て
い
る
。
日
日
ま
で
毎
遊
木
曜
ぬ
時
i
u持
ブ
発
表
会
な
ど
、
レ
夕
立
子

l
y混

マ
帯

3
自
剣
道
初
、
滋
咽
勤
途
ア
ロ
月
(
や
さ
し
い
一
一
部
、
一
手
掛
合
唱
〉

H

Y
ほ
か

)n青
少
年

幻
自
ま
で
揺
週
火
・
木
日
時
1
U時
主

誠

マ

青

少

年

音

長

講

座

ア

ロ

月

刊

品

目

H
小
・
中
学
佳
、
青
少
年
、
一
般
マ
マ
マ
さ
ん
油
絵
教
事
ア
ロ
官
守
合
印
時
浮

i
u時
門
講
演

4
日
楽
的
感

マ
第
3
回
揖
議
初
、
主
唱
教
室
/
ロ
局
窓
で
毎
週
木
閤

m時
F
U時
日
主
婦
力
H
)
H青
少
hz'

開
的
自
ま
で
毎
週
水
・
金
刊
即
時
iη
持
マ
体
清
教
祭
7
U月
η臼
ま
で
毎
週

日

小

中

学

生

木

曜

謁

待

半

1
一
四
時
半
(
ポ
イ
ジ
ト

マ
月
末
体
問
問
日

-m月
紅
白
〈
円
山

日
間
月
初
日
(
冬

マ
祝
阿
保
館
・
ロ
月
3
日
(
京
)

円
以
月
お
日
(
火
)
惨

盟
一
明
語
柑
畑
も
晶
り
ま
す

関
嘗
館
は
今
月
も
三

暢
し
朝

岡
田
ホ
ー
ん
で
、
ス
テ
レ

オ
コ
ジ
サ
1
ト
な
ど
壱
慣
く
。

マ
ス
テ
レ
オ
コ

y
f
lト
・
川
判
定
初

日
(
-
土
)
午
後
3時
か
ら

J
川ピ

ュ
ヨ
ム
薬
4

マ
母
と
子
の
つ
ど
い
・
日
月

8
日

(
土
)
午
後
2
時
か
ら
人
形
劇

腹
話
術
ほ
か
。

マ
映
画
会
・
円
以
月
7
B
〈
臼
)
午
後

2
時
か
ら

マ
ス
テ
レ
オ
コ
ジ
サ
1
ト
・
日
月
刊
凶

臼
(
土
)
午
後
3
時
か
ら
H
ポ
ピ

盟
た
だ
い
護
世
暗
中

パ
ド
ト
レ
ョ
酪
欝
館
白
資
料
巷
毅

い
け
げ
リ
:
備
、
点
検
、
補
轄
す
る

た
め
、
次
の
鰐
問
中
休
館
す
る
，

争
ぬ
月
間
叫
臼
(
火
)

r

3

お
日
(
丹
)

な
お
、
休
館
中
も
議
務
覚
関
係
。

快
調
フ
ィ
ル
ム
、
映
写
識
の
貸
し
出

し
は
事
常
ど
お
れ
見
付
な
っ
て
い
る
。

マ
休
館
臼
・
毎
週
月
曜
日

同刊皆叫
Z
M問
、
ぜ
ん
怠
、

皇
室

-ZMEz--w一
三
=

れ
、
て
由
士
向
月
申
に
各
家
庭
に
配
布
以
後
の
保
険
料
は
払
い
込
ま
な
く
て

す
る
。
郵
一
便
番
思
議
に
よ
っ
て
去
よ
く
、
進
学
時
記
契
約
し
た
探
険
金

し
い
番
号
を
ハ
ァ
キ
リ
J

」
と
書
く
よ
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。
転
属
し
た
ら
、
市
役

豆
呼
び
か
け
て
い
る
。
マ
特
割
轄
豊
保
険
長
住
吉
の
保
検
所
は
告
白
ろ
ん
、
郵
宮
田
の
窓
口
へ

な
お
、
悪
霊
登
議
が
お
手
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
返
り
…
出
し
も
転
居
層
付
言
し
て
ほ
し
い
。

も
と
疋
届
か
な
い
と
き
は
、
近
く
の
で
い
る
保
険
で
、
従
来
は
不
幸
四
時
手
続
き
は
、
郵
便
局
窓
口
に
そ
え

葱
箆
同
窓
口
へ
申
し
出
て
ほ
し
い
。
だ
け
保
険
金
が
支
記
わ
れ
て
い
た
が
で
あ
る
呂
志
別
警
転
居
け
」
の
用
紙

AV@汚
か
ら
新
糧
援
換
ニ
つ
十
年
毎
夜
保
倹
金
の
一
一
O
一帯、一一一
O

K
記
す
八
し
、
回
か
ん
を
押
し
て
通
帳

平

塚

郵

便

局

と

一

や

証

書

と

い

っ

し

諸
問
日
一
段
ハ
ツ
者

ρ
て
/
ょ
計
い

へ
次
の
よ
う
な

'
1』
号

亀

も

も

句

、

4

T

ノ

グ
た
よ
り
H

壱

よ

配

遥

拍

車

刑

務

や

保

せ

て

い

る

。

一

開

撞

員

臨

人

広

一

人

が

臨

ま

れ

て

ま

す

襲

警

た

ず

さ

@

密

使

穣

持

金

わ

る

郵

被

潟

両

聞

に

隠
棋
を
艶
栃
マ
掴
愈
操
険
文
部
省
の
調
べ
に
よ
骨
が
お
祝
い
金
と
し
て
支
払
わ
れ
る
と
っ
て
、
犬
の
離
し
飼
い
が
一
番
閤

四
十
一
一
一
年
七
月
一
日
か
金
集
編
b

る
と
、
毎
年
進
学
識
が
高
く
な
っ
て
仕
組
み
の
毛
の
で
、
現
代
に
ピ
ッ
点
る
ζ
と
e

島
県
は
防
衛
上
守
犬
垣
間
防

た
認
便
番
号
制
も
、
と
と
し
一
一
一
潤
年
告
で
い
る
が
、
一
方
1

学
業
申
途
で

H
の
保
関
心
見
。
止
剤
を
携
行
し
て
い
る
が
、
ど
っ
き

事
通
E

へ
い
よ
い
よ
好
演
な
郵
便
番
退
学
す
る
学
生
も
か
な
P
あ
り
、
そ
垂
阜
く
な
っ
た
滋
滋
の
転
送
り
場
合
が
多
く
、
毎
年
底
入
に
一
人

且
認
識
警
官
在
あ
げ
て
い
る
二
作
の
七
山
れ
絡
ま
で
が
学
費
が
統
か
な
い
い
ま
ま
で
逮
議
郵
便
物
を
転
送
す
が
殴
傷
事
故
音
負
っ
て
い
る
。

年
晶
盟
磁
を
金
家
庭
に
雨
明
布
し
た
が
を
第
一
の
理
由
と
し
て
い
る
と
い
る
場
合
は
、
普
遍
爵
僚
政
い
だ
っ
た
マ
街
地
内
で
は
、
犬
し
を
通
路
か
ら
と

そ
白
線
、
都
市
の
蹴
辰
吉
ゃ
、
郵
諸
問
う
e

が
、
郵
便
告
が
改
正
さ
れ
、
七
月
一
拍
〈
離
し
て
つ
な
い
で
お
く
。

局
の
霊
な
ど
で
新
た
長
夜
番
号
と
の
保
険
は
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菌
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テ
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10月19臼〈火〉大聖子公民舘
~ 21日〈京〉花水公民館
ρ238 C土〉中原公民館
t 26臼 ωく〉須賀公民館
~ 288 仁木〉議土見公B'<貴宮
11月 2日亡火コ金正I公民館
'" 4臼〈木〉神間公民館
'" 9日 Eヅ<)構内団地集会場
&- 11臼〈木〉城島公民館
-? 16臼〈グ〉
d-18臼仁木3
9 25日仁木〉
" 278 (土〉
.o-308 C火〉

10月13日金自公民館※土炉液溺
? 14臼 豊田公民館接金田公民組

会長打時路公民館

?-16日富士見公民館旭公民館
'" 188 八幡公民館横内自治集

会場

.. 19白神田公~i箱中原J 学校

ρ 初日大野0.R館松原公E設宮
器'"広島公民怨

? 218 須賀公民館花京公民館
" 22司君;善公民館

覇封議・潟1歳の誕生日までの拍子
さん。母子手仮が必重さです。

掴時間・ 9時30分から10R寺30分まで
盟巡回日麗

⑫19.月19飼 E此〉 三穣i露骨
中原公民館→中震小今埼費

※金場fJ1狭いため、対象人数の多い

三種混合 (8日ぜき、ジブテ1)ア・
E宜しよう嵐〉の 3@]めごついτは中
鼠小学校11:変更する。
φ101322由正金) ~三種混合

床fζスプYジグ
があって、徴主少な予防注射の援種iと
>!'J麗当であり、ほこりもたち、耳守寄
生になる可能性もあって、主E道場に
近い、崇善公民館の2踏に変更した
以降o予防接種は、すべて崇善公民
館で行なう。手持ちのjJ1ノジダ」を
書7認してほしい。

予防接種の受付時罪悪
罫む奥日として午後1時30分から午後
3時まで仁ただし吉田口の企樹立、午
後 2時から3時まで〉お間違いのな
いようと注意くださし、。

瞳予備銀事軍を変げられない人

@予防接種吾交げてから 2週間たっ
ていない人

@はしか・ BCG'在三宝./1、児マヒ
主主ヲクは、それぞれ1か月閣の鰐
践をおかないと受けられません。

@その他、不正熱患者、心、夜血管系、

廃車読または肝臓にF、患があり底部
1C1上められている人
輯必要なもの

@予訪接種子~i~n (転入した人I<l:、!日

密日ぜき・ V7テリアー援しよう風

醐対象・ 1銅器種当BIと生後3ヵ
刃か69ヵ月までの人。 2期日1耳耳
が完了してから、按種主当臼lと1却を
経過して、 1勾半までの人。 3到
来年4月入学予定児く入学以前 5ヵ
月以内iと受けるコ
会場で受ける主rii'谷署 昭和46年10
Fl13臼(;，i()~10月 228 C金コ
響飽和47年 2}021臼仁丹)~3 月
24日〈金〉小学校?と入学してから受
けられませんa

覇i車路日程 (3罰百〉

銭安22E5設住名義552:1223禁法皇輩
出;HES115zj長官11ioiii
iiii!この織に多い ;itii 
;izzi 韓紅欝f R為替;バ 日 U沿いっR525雪Z
警と董 25822主管をせ説話臼主主? 雪
iiii;詰持JE主主目立i?

来年3月・ 4月挙式予定者

受付付けております。

(申し込みは主葬式滋月の

か月前から受付ま
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一
一
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湯
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ま
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で
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し
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宿
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五
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で
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ボ
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ボ
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。
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司
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で
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あ
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濃
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司
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縄
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催
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光
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検
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憤
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れ
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平
山
明
市
人
権

人口総数 169，613入
ぜ i ? 45，69宮役帯
市点在罰積 67，88km' 
露首月比世帯潜 120世帯
9 人口滑 325A 
市街地73<993人 (20，729世帯J
大野 40，175人(10，320? 1> 
量豊田 3，554へて 871 ? D 
神田 15，067人(3，913 ? ) 
城島 3，143人( 741?) 
悶蝿 3，0s5/¥( 736 c-D 
金問 4，356人 (1，171?D
旭13.208人(3，549 ? ) 
土沢恭 4，584人( 983"'D 
金目 8，495人 (2，686"'"

(46，ト 1混在〉
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に
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露関建設特別委で取魁みr:t

市内{こは、晶いている墓地はあるには

島るが、薄型車で賢うことができない

『
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醐
幽
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岳
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新
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ま
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摺
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吉い時代出たたずきまい者とどめている大神の轡骨骨事桂
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